
議　

員　
民
間
企
業
と
災
害
時
に
お

け
る
協
定
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
有

事
以
外
で
も
包
括
的
な
協
定
を
締
結

し
、
民
間
の
活
力
を
活
用
で
き
る
協

力
体
制
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
最
初

に
、
本
市
に
お
け
る
災
害
応
援
協
定

の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　
平
成
30
年
10
月
末
現
在

の
協
定
締
結
件
数
は
55
件
で
、
そ
の

う
ち
民
間
と
の
協
定
は
28
件
で
す
。

主
な
協
定
内
容
は
生
活
物
資
供
給
や

飲
料
水
供
給
、
物
資
輸
送
、
仮
設
ト

イ
レ
等
の
レ
ン
タ
ル
機
材
供
給
で

す
。

議　

員　
民
間
企
業
等
の
包
括
的
な

協
定
に
つ
い
て
、
締
結
先
と
協
定
の

主
な
内
容
を
伺
い
ま
す
。

企
画
部
長　
日
本
郵
便
株
式
会
社
太

田
郵
便
局
と
締
結
し
て
い
ま
す
。
主

な
協
定
内
容
は
、
郵
便
配
達
員
等
に

よ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も

等
の
見
守
り
、
道
路
の
損
傷
等
の
情

報
提
供
、
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
に

係
る
情
報
提
供
、
災
害
発
生
時
の
総

合
協
力
な
ど
で
す
。

議　

員　

協
定
締
結
の
方
法
や
要

件
、
今
後
の
包
括
的
な
協
定
に
対
す

る
所
見
を
伺
い
ま
す
。

企
画
部
長　
太
田
郵
便
局
と
の
協
定

は
、
郵
政
民
営
化
前
に
個
別
に
締
結

し
て
い
た
協
定
内
容
を
見
直
し
、
包

括
的
な
締
結
と
し
た
も
の
で
す
。
本

市
と
し
て
は
包
括
的
な
協
定
の
締
結

要
件
は
特
に
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
包
括
的
な
協
定
は
民
間
企
業
が

有
す
る
資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
地
域

の
課
題
解
決
に
生
か
せ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
市
と
民
間
企

業
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い

う
確
認
の
も
と
、
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

議　

員　
民
間
と
の
包
括
的
な
協
定

の
中
に
、
な
り
手
不
足
が
顕
在
化
し

て
い
る
消
防
団
員
等
へ
の
低
金
利
で

の
融
資
な
ど
を
加
え
れ
ば
、
な
り
手

不
足
解
消
の
一
助
と
な
る
と
考
え
ま

す
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　

長　
な
り
手
不
足
に
つ
い
て
の

問
題
の
解
消
を
金
融
機
関
に
押
し
付

け
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
り
手
不
足
は
本
市
が
自
ら
解
決
す

べ
き
問
題
で
あ
り
、
包
括
的
な
協
定

の
中
に
低
金
利
の
融
資
な
ど
を
求
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

議　

員　
内
閣
府
の
資
料
で
は
、

２
０
２
５
年
に
は
国
民
の
５
人
に
１

人
が
75
歳
以
上
、
３
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
と
、
超
・
超
高
齢
社
会
を
迎

え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

重
要
課
題
と
な
る
の
が
認
知
症
対
策

で
あ
り
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
つ
く

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
養
成
講

座
の
受
講
済
み
人
数
を
伺
い
ま
す
。

健
康
医
療
部
長　
平
成
30
年
11
月
末

現
在
で
、
延
べ
７
４
３
６
人
で
す
。

議　

員　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増

え
て
い
け
ば
、
認
知
症
を
自
分
の
こ

と
と
し
て
捉
え
、
何
か
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
声
も
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

地
域
貢
献
し
や
す
い
よ
う
に
、
商
店

や
店
舗
、
地
元
企
業
向
け
に
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
い
る
お
店
」
等

の
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
製
し
て
配

布
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の

開
設
等
の
提
案
も
し
や
す
く
な
り
、

環
境
整
備
に
も
効
果
的
と
考
え
ま
す

が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

健
康
医
療
部
長　
認
知
症
に
理
解
の

あ
る
商
店
や
企
業
が
あ
る
こ
と
は
大

変
あ
り
が
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

ス
テ
ッ
カ
ー
は
前
向
き
に
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
が
、
地
域
の
人
や
専

門
職
の
人
と
情
報
共
有
や
相
互
理
解

が
で
き
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
は

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
開
設

場
所
や
運
営
協
力
者
の
確
保
が
で
き

れ
ば
、
内
容
を
検
討
し
て
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議　

員　
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
製
や
、

認
知
症
カ
フ
ェ
に
加
え
、
居
場
所
づ

く
り
の
お
茶
の
間
カ
フ
ェ
、
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
子
育
て
カ

フ
ェ
の
３
つ
の
連
携
に
つ
い
て
、
市

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　

長　
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
製
は
と

て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
は

対
象
を
限
定
せ
ず
に
参
加
で
き
る
も

の
が
身
近
に
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。
開
設
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

れ
ば
、
ど
ん
な
協
力
が
で
き
る
の
か

相
談
に
乗
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

に
つ
い
て

民
間
企
業
等
と
の
包
括
的
な
協
定

に
よ
る
協
力
体
制
に
つ
い
て

お
お
た
政
研
ク
ラ
ブ　

石
川　

忠
宏

認
知
症
の
人
を
み
ん
な
で
守
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ　

髙
木　

勝
章

議　

員　
本
市
の
雨
水
排
水
計
画
の

現
状
を
伺
い
ま
す
。

都
市
政
策
部
長　
排
水
計
画
は
策
定

済
み
が
３
地
域
、
策
定
中
が
１
地
域

の
合
計
４
地
域
で
す
。
策
定
済
み
地

域
は
藪
塚
地
区
、
由
良
地
区
、
石
原

地
区
を
中
心
と
し
た
そ
の
周
辺
の
一

部
地
区
で
す
。
策
定
中
地
域
は
国
道

３
５
４
号
の
冠
水
対
策
と
な
る
東
別

所
地
区
で
す
。
い
ず
れ
の
地
区
も
排

水
整
備
は
未
定
で
あ
り
、
今
後
の
排

水
に
関
す
る
指
針
や
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
作
成
し
ま
し
た
。

議　

員　
藪
塚
地
区
の
排
水
計
画
の

基
本
事
項
や
、
雨
水
排
水
対
策
の
実

施
に
向
け
た
今
後
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

都
市
政
策
部
長　
区
域
に
つ
い
て
は

東
武
桐
生
線
よ
り
西
で
、
県
道
大

間
々
世
良
田
線
ま
で
の
区
域
で
す
。

な
お
、
県
道
よ
り
も
西
側
は
県
の
農

地
防
災
事
業
で
対
応
予
定
で
す
。
排

水
流
末
と
な
る
河
川
が
な
い
現
状
を

踏
ま
え
、
既
存
の
調
整
池
や
地
形
等

を
考
慮
し
て
計
画
し
ま
し
た
。
浸
透

池
に
つ
い
て
は
集
水
範
囲
ご
と
に
１

カ
所
を
想
定
し
、
計
画
で
は
合
計
33

カ
所
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
雨
水
排

水
計
画
は
藪
塚
地
区
の
今
後
の
都
市

計
画
の
土
地
利
用
と
併
せ
、
地
域
住

民
等
の
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　

員　
藪
塚
地
区
は
河
川
が
な
い

こ
と
か
ら
道
路
側
溝
の
整
備
が
不
足

し
、
大
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
道
路

の
冠
水
が
頻
発
し
て
お
り
、
雨
水
排

水
路
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

実
施
計
画
に
事
業
費
を
計
上
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
長
の
所
見
を
伺
い

ま
す
。

市　

長　
藪
塚
地
区
は
町
の
中
心
の

一
部
に
側
溝
を
整
備
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
系
統
立

て
て
整
備
し
て
い
く
か
方
向
性
を
決

め
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
住
宅
が
増
え
て

雨
水
が
ど
ん
ど
ん
浸
透
し
に
く
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
現
実
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
十
分
な
配
慮
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
小
中
学
校
校
舎
建
て
替
え
に
つ
い

て・
小
中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て

本
市
の
雨
水
排
水
計
画
に
つ
い
て

太
田
ク
ラ
ブ　

町
田　

正
行

議　

員　
旧
中
島
家
住
宅
は
平
成
26

年
に
中
島
知
久
平
邸
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
し
て
公
開
さ
れ
、
28
年
に
国

指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
の
来
館
者
数
を
伺
い
ま

す
。

教
育
部
長　
26
年
度
１
万
７
２
２
６

人
、
27
年
度
１
万
１
９
９
２
人
、
28

年
度
１
万
４
７
６
４
人
、
29
年
度

１
万
３
３
０
８
人
、
30
年
度
は
10
月

末
時
点
で
６
４
５
４
人
で
す
。

議　

員　
旧
中
島
家
住
宅
の
案
内
板

の
設
置
状
況
と
、
な
ぜ
長
ら
く
親
し

ま
れ
て
き
た
中
島
知
久
平
邸
と
い
う

名
称
で
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
国
の
重
要
文
化
財
で
指

定
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
、
旧
中
島
家

住
宅
と
表
記
さ
れ
た
案
内
板
を
２
カ

所
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
新
た
に

案
内
板
を
設
置
す
る
際
に
は
、
括
弧

書
き
で
中
島
知
久
平
邸
と
入
れ
る
こ

と
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議　

員　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
来
館
者
の
増
加

を
希
望
す
る
関
係
者
が
多
く
い
ま

す
。
客
間
等
の
開
放
の
国
へ
の
働
き

か
け
や
案
内
看
板
の
増
設
な
ど
、
来

館
者
を
増
や
す
施
策
に
つ
い
て
教
育

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　
知
久
平
邸
が
認
知
さ
れ
て

い
く
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
文
化
財
と
し
て
保
護
す

る
た
め
の
規
制
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
非
公
開
部
分
を
早
く
公
開
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
案
内

看
板
は
可
能
な
限
り
設
置
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議　

員　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
も
来
館
者
数
が
少
な
く
、
こ

の
ま
ま
で
は
寂
れ
て
し
ま
う
と
考
え

ま
す
。
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
市

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市　

長　
国
の
予
算
が
付
か
ず
、
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま

す
。
関
係
機
関
と
調
整
を
図
っ
た
上

で
で
き
る
だ
け
市
民
に
開
放
し
、
使

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
重
要
文
化
財
で

あ
る
べ
き
場
所
と
、
そ
う
で
な
い
場

所
を
う
ま
く
使
い
分
け
ら
れ
れ
ば
、

も
っ
と
活
用
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
本
市
に
お
け
る
不
妊
症
対
策
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て

国
指
定
重
要
文
化
財

旧
中
島
家
住
宅
に
つ
い
て

太
田
ク
ラ
ブ　

岩
﨑　

喜
久
雄

　12月定例会では、11月30日と12月１日の２日間にわたり12人の議員が一般質問を行い、太田市政の現状や将来に対する方針など
に関して活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認の上、１問を選び、質問と答弁の要旨を紹介します。
なお、一般質問の模様は、太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。また、本定例会の
正式な会議録は、市政情報コーナーや市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで、３月下旬からご覧いただけます。
詳しいことは、議会事務局（　０２７６－４７－１８０６）までお問い合わせください。12月定例会  一般質問要旨
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